



























































































































155、170、190頁）によると、1914〔大正 3〕年 4月16日から1916〔大正 5〕
年10月 9 日であり、そのあとは寺内正毅内閣（同年10月 6 日から1918〔大














































　この 4月末までに校長のほか、教授 5名、助教授 3名、講師 1名が採用
され、翌年の 5月までに教授 6名、助教授 3名、講師 8名が追加されてい


























































































































































































































































































































































































































































































































































予科 2年本科 5年からなる独自の 7年制中等商業学校をテコにして昇格の
道を模索していたが、文部省は全国一律の学校制度の履行をもとめており、
予科をなくして本科 5年と変更し、2年の専修科を設置している。しかし、
2年の専修科では昇格は認められないとのことで、1年加算して 3年とし、
専修科を廃止して、専門学校のポジションを獲得する。これによってY専
が誕生する。
　『Y校百年史』の資料集成は有益である。ただし、記事が連続していな
いために、 5.の記述はつながりがなく、不十分なところがあることを認
めなければならないとはいえ、当時のY校同窓会の雰囲気や動きの一端は
伝わってくる。
　いずれにせよ、Y校の昇格が果たされてY専が誕生し、高等教育機関に
なる。ただし、それは大正期にではなく、昭和に入って間もないことであ
る。そして、この時期になると、横浜市内には関東学院や横浜専門学校（現
180
横浜市立大学論叢社会科学系列　2020年度：Vol.72 No.1
在の神奈川大学）が新たに参入し、ともに高等教育機関となる。
　なお、1918年に「図書館なき横浜、一高等教育機関なき横浜」と評し、
A.市立案やB.官立案などを作成してY校の昇格に心をくだいていた左右
田喜一郎は、Y専の誕生を見ることなく、自分が経営している左右田銀行
の倒産とともに、Y専誕生の前年1927〔昭和 2〕年に47歳の若さで死去し
ている。無念であったろう。
 （2020.7.20）
